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島根県民会館
2019 . 2 . 16

小泉純一郎元総理講演会
日 本 の 歩 む べ き 道
緑 と 水 の 郷 ・ 山 陰 で 語 る

原 発 ゼ ロ ・ 自 然 エ ネ ル ギ ー 活 用 の 未 来
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2019 年 2月 16 日（土）　　場所：島根県民会館小泉純一郎元総理講演会　「日本の歩むべき道」
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2019 年 2月 16 日（土）　　場所：島根県民会館小泉純一郎元総理講演会　「日本の歩むべき道」

実行委員会共同代表　一畑薬師管長　飯塚大幸　挨拶 元内閣総理大臣　原発ゼロ・自然エネルギー推進連盟顧問　小泉純一郎　講演
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2019 年 2月 16 日（土）　　場所：島根県民会館小泉純一郎元総理講演会　「日本の歩むべき道」

小泉純一郎元総理の講話に応える大ホールの拍手

大ホール 2 階席から小泉純一郎元総理の講話を聴講する方々
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2019 年 2月 16 日（土）　　場所：島根県民会館小泉純一郎元総理講演会　「日本の歩むべき道」

実行委員会共同代表　人間自然科学研究所・小松電機産業代表　小松昭夫　書籍贈呈

東京オペラ協会代表　石多エドワード　書籍贈呈

実行委員会共同代表　日本舞踊花柳流師範　花柳萠淡　花束贈呈

第 2 会場　2F 多目的ホール
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2019 年 2月 16 日（土）　　場所：島根県民会館小泉純一郎元総理講演会　「日本の歩むべき道」

元静岡県湖西市長　原発ゼロ・自然エネルギー推進連盟幹事　脱原発をめざす首長会議世話人　三上元　講話 実行委員会事務局長　島根大学名誉教授　保母武彦　挨拶
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小泉純一郎元総理講演会　「日本の歩むべき道」

大ホールステージ裏

第 2 会場　2F 多目的ホール

第 3 会場　3F 大会議室

山陰中央新報　2019 年 2 月 17 日掲載

日本海新聞　2019 年 2 月 17 日掲載
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朝日新聞　2019 年 2 月 17 日掲載

島根日日新聞　2019 年 2 月 17 日掲載

読売新聞　2019 年 2 月 17 日掲載
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ツヴェンテンドルフ原子力発電所

概要

その他  参考写真

出典 : フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

（オーストリア）

ツヴェンテンドルフ原子力発電所 ( ドイツ
語 : Kernkraftwerk Zwentendorf) はオースト
リアで最初に建設された原子力発電所。ニー
ダーエスターライヒ州ツヴェンテンドルフ

（英語版）で建設が始まり、原発は完成した
ものの、運用されることはなかった。

1972 年の 4 月に建設が開始され、692MW の発電量の沸騰水型原子炉を建設することとなった。これは幾つかのオー
ストリア電力公益企業の共同企業体によって、当初計画されていた 6 ヶ所の原発の最初の一つとして建設が始まった。
当初コストはおおよそ 140 億オーストリア・シリングで、現在価格ではおおよそ 10 億ユーロとされる。喚起煙突は
110m の高さを誇った。
しかし、ツヴェンテンドルフの運用開始や他の 5 個の原発の建設は 1978 年 11 月 5 日に投票（英語版）によって中止
された。この投票では 50.47% がツヴェンテンドルフの立ち上げ反対に投票した。また、1987 年にオーストリアは発電
のための核分裂炉を禁止する法を制定し、以降これを保持している。

現在発電所は一部解体されている。発電所はオーストリアの EVN グループ（英語版）が保有しており、太陽光発電所や
教育施設として使われている。ツヴェンテンドルフ原発の代替としてデュルンロア火力発電所（英語版）が建設された。
1978 年の投票の後、電力生産目的で立てられた、運用された原子炉は存在しない。しかしながら 1960 年代以降、科学
目的の 3 基の小型原子炉が建設され利用されており、現在も 1 機は稼動している。

原子炉圧力容器底部の
コントロールメカニズム

上部からみた圧力容器 低圧タービン 運転室の制御パネル

元湖西市長の三上元氏の講話を聞き共感された、開演前の動画で紹介した広島被爆石
の石碑をオーストリア・ウィーンに建立されたイップ常子氏よりメール
受信日時：2019 年 2 月 19 日　0 時 38 分

小松社長様、小林様
 
素晴らしい写真集と動画を拝見させていただきました。動画
の中で社長様、小林様のお姿を拝見でき、とても身近にまる
で私もそこにいるかのような気になりました。
特に動画の中でオーストリアの原子力発電所は完成したもの
の一度も稼働されることはなく、現在は博物館となっています
と講演の中で拝聴し、とても嬉しく思いました。やはり松江と
ウィーンもどことなく共通点があるかのように思えます。
次回はぜひそこの原子力発電所をご案内致したいと思います。
我が家から車で 1 時間の所です。

 ハプスブルグ帝国が最も繁栄したのはマキシミリアン１世時代の政略結婚からと言われています。今年は
彼の没後 500 年で、2 月 23 日には　ウィーン工芸館で彼にまつわるお話しをいたします。これはウィーン
在住の日本の方 を々対象にご案内致します。
マキシミリアン 1 世の父親は謎めいた格言 AEIOU をさまざまな所に記していますが、それはラテン語で、
直訳すれば、「世界は全てオーストリアに従う」「オーストリアは滅びず」　「オーストリアは全世界を支配せん」　
などと言う意味などが含まれているそうです。
この格言はこの度のプロジェクトと共通点が伺える感じです。
2000 人以上の講演会とは本当に素晴らしい企画を実行されましたね。ご成功を心より申し上げます。
所で現在 9 月 5 日から 9 月11日 8 日間のブダペストとウィーン、ザルツブルグを企画中です。完成しました
ら送付致しますので、ぜひご参加してくださいね。これは広島オーストリア協会主催で、今年は広島被爆石が、
世界平和モニュメントとして、ウィーンに寄贈されてちょうど10 周年を迎えます。また今年は日墺修好 150
周年の年でもあります。
それで安倍首相との会談後、2 月16 日にはオーストリア首相もわざわざ広島まで足を運ばれたのです。2
月 20 日はトランプ大統領との首脳会談でアメリカに発たれました。
またビッグニューㇲを楽しみにしております。
 
Ipp 常子 ウィーンからブラチスラヴァへの移動中に見える風車が並ぶ風景（撮影 2014 年 6 月）
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嘆願書

キリノ大統領声明

出典 : 加納美術館ホームページ

明治 37 年島根県能義郡布部村（現：広瀬町布部）に生まれる。
岡田三郎助に師事、本郷洋画研究所に学び、前田寛治、佐伯祐三と交友、その
影響を受ける。独立美術協会創立にあたって二科展を脱し、これに参加、出品
を続け独立美術協会会友となる。

昭和 13 年京城師団指令部付の従軍画家として中国、山西省に渡り山西省の大
自然から「墨に五彩あり」という言葉の真髄を発見する。

終戦によりフィリピン刑務所に戦犯として収容されていた日本兵 105 名の釈放
助命嘆願をおこし、ついに目的を達成させた。

布部という村からたった一人で送った平和を求めての手紙は、キリノ大統領、
マッカーサー元帥、インドネール首相、ローマ法王等へ 300 通以上に及んだ。

キリノ大統領自らが、妻や子や兄弟を日本兵に殺されながら世界の友好・平和
という崇高な宗教的哲学論に根ざした結論は、莞蕾の文章にもあふれており、
その往復書簡も作品と共に公開している。

閣下
　第一嘆願書を奉呈して以来２００日の間、日本人であるが故に負わなければならない戦争の極悪と罪の意識を反省し
てまいりました。厳粛な罪の意識と神への深い信念の履行から、裁きの前にある己を認識いたしました。そして「肉体
で 生きている生活は、神の子としての信念での生活である」ということを悟りました 。「許し難きを許す」という奇跡
によってのみ人類に恒久の平和をもたらし、「目には目を」ということでは決して達成し得ないということを、これまで
以上に強く感ずる次第であります。
閣下
　 閣下の手から残虐にも奪い取られた愛児の名においてー許し難きを許すーこの奇跡が現れることを待ち望むところで
あります。 何人といえども閣下の胸中に過ぎる悲しみと、怒りと、憎しみの深さを量ることはできないでしょう。私が
新たに抱くに到った信念によれば、キリストの如く十字架にかけられ異教徒や不信心者をキリストの御足のもとに寄せ、

「主」に感謝し賞賛せしめる慈悲の偉大なる奇跡を顕現させるために努力しているのは、天国にいます閣下の愛児たちで
ありましょう。
 　この崇高なる奇跡の成就のあかつきには、 神にささげられた閣下の愛児の姿を救いの天使として 画布の上に不朽にと
どめたい所存であります。それこそ貴国とわが国との友好と平和を生み出す最良の貢献でありましょう。
 　私は自ら嘆願することによって共に裁かれ、神の許しを請う立場にあります。この苦行には絵を描くことは出来ません。
全戦犯が古瀬と共に許され復活したその日に新しい画家として出発する決意であります。（1949 年 10 月　第 4 書簡よ
り抜粋）

私はフィリピンに服役中の日本人戦犯にフィリピン国会の賛同を必要とする大赦ではない赦免を及ぼした。私は妻と三
人の子供とその他五人の家族を日本人に殺されたため、彼等を赦そうとはよもや思ってもみなかった。私は私の子供や
国民が、やがてはわが国の恒久の利益の友となるかもしれない国民に、私から憎悪を受けつがしめないことを欲するが
故に、これを行なうのである。結局、運命が私達を隣人となさしめた。 （これはキリノ大統領がそのとき発した声明の一
部である。）

1953 年（昭和 28 年）7 月 6 日　フィリピン大統領エルビディディオ・キリノはンテンルパにあるニュービリビット刑務所に服役し
ていた日本人戦犯 105 名の釈放または減刑を通告したとき、入院していた。このステートメントはアメリカ、メリーランドのボルチ
モアにあるジョン・ホプキンス病院の病床からとマニラの大統領府からと、同時に世界に公表されたものである。

1949 年　10 月　加納辰夫
加納美術館訪問
2019 年 2 月 15 日

左から 3 人目：館長 神 英雄 氏
右から 2 人目：日比ハーフの石多エドワード氏

左から 2 人目：名誉館長 加納 佳世子 氏

加納　莞蕾（本名：辰夫）（かのう　かんらい）
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Japanese doll statue of Quirinoʼs wife, children in Muntinlupa
Museum
March 1, 2019
 
 
A Japanese art piece to promote peace was placed in the newly-built “Museo ng Muntinlupa”
(Museum of Muntinlupa) on Friday.  
 
The doll, called “Pray for Peace: Alicia and her three children”, was inspired by the family of
former President Elpidio Quirino,  who gave clemency to the Japanese soldiers detained at the
New Bilibid Prisons n Muntinlupa City in 1953.  
 
According to its sculptor, Akemi Abe, it not only symbolizes the family of Quirino whose wife and
children were killed but to all Filipino victims during the Japanese occupation.  
 
She said in order to cut the cycle of hatred one must show forgiveness.  
 
“Thatʼs why I named it Pray for Peace because as they are in the process of going to heaven but
while going, they are praying for peace,” said Abe in an interview with The Daily Manila
Shimbun.  
 
Abe said she is honored to be part of this project and be present in Friday's  event.  
 
The doll statue was donated by the Kano Museum of Art from Shimane, Yasugi City in Japan to
the Quirino Foundation which gave it to the museum for the public to see it.  
 
One of the guests is the daughter of Tatsuo Kano,  one responsible for the granting of clemency
to the Japanese prisoners of war after sending petitions letters to Quirino on 1949.  
 
In July 1953, Quirino finally granted executive clemency to those charged with war crimes,
including 114 Japanese prisoners of war.  
 
“My father has been sending petition letters to President Quirino since 1949 asking for a
clemency for the Japanese wars criminals,” Kano Museum of Art Honorary Director Kayoko Kano
said in her speech during the museumʼs soft opening.  
 
“President Quirino gave the pardon to Japanese POWs as gesture in response to the idea of my
father who thought forgiveness shall be the start of the friendship among two countries,” she
added.  
 
Kano said she is happy that Filipinos will be able to see the petition letters wrote by her father
as it will be displayed at the 2nd level of the museum  with the doll statue.  
 
“Such gesture should not be forgotten by the Japanese,” she said.  
 
“I wish from my heart that peace around the world, including the Philippines and Japan will last
forever,” she added.  
 
Cory Quirino, representative of President Elpidio Quirino Foundation, said they are very grateful
and touched with the gesture of the Kano family.  
 
“This beautiful madonna represents not just love but also forgiveness,” Quirino said.  
 
She said they are even happier after Mayor Jimmy Fresnedi said the city of Muntinlupa are open
to have a “sister city agreement” with Yasugi City.  
 
“The presence of the Kano family has formalized this dream and we hope to pursue this dream
and make it a reality. We are ever grateful and we will continue to keep that memory and that
friendship alive between Kano family and Quirino family. To keep our history alive that we will
never forget,” she added.  
 
Other memories of the Japanese occupation in Muntinlupa City can be found on the 2nd level of
the 5-storey museum located at Centennial Avenue in Barangay Tunasan.  
 
The museum has yet to be opened to the public. Ella Dionisio/DMS

Latest Videos

Manila Files Diplomatic Protest Against
Beijing Over Boat Sinking

RARA AVIS: Filmmaker Tikoy Aguiluzʼs first
solo exhibit at Kanto Gallery, Makati Central
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開演前動画講演会ダイジェスト動画


